
 

 

第 128回（2024 年１月度）監査技術ゼミ 結果報告 

                                         

 

運営委員長 豊島 秀一 

  （文責：松下 洋二） 

 

 
１．開 催 日 時  2024 年 1月 12 日(木) 午後 2時 00分～午後 5時 00分 

 

２．開 催 方 法 ・ 場 所  会場（文京シ ビ ッ ク セ ン タ ー3階会議室②）・オンライン（ZOOM）併用方式 

          講師は会場より解説 

司会（委員長）は会場で進行 

委員は会場で会議サポート 

 

３．テ ー マ  「取引先の不祥事」リスクに備えよ！ 

          ～ビッグモーター・ジャニーズ問題が提起する新たな論点～ 

          

４．講  師     プロアクト法律事務所 弁護士 竹内 朗氏 

                                                

５．出 席 者  90名（会場参加 24名、オンライン参加 66名） 

  

６．配 布 資 料 （事前に委員長から参加申込者に対してメールで参加案内と講演資料を送付、 

講演資料は監査懇話会 HPに掲載した。）   

・ 第 128 回監査懇話会監査技術ゼミ「「取引先の不祥事」リスクに備えよ！ 

          ～ビッグモーター・ジャニーズ問題が提起する新たな論点～」2024 年 1月

12 日プロアクト法律事務所 弁護士 竹内 朗 

・ 資料 1「「取引先の不祥事」リスクに備えよ！ビッグモーター・ジャニー

ズ問題が提起する新たな論点 Proact’s View 29th September 2023 

Vol.10」 

・ 資料 2「上場会社における不祥事予防のプリンシプルの策定について、2018

年 3 月 30日、日本取引所自主規制法人」 

・ 資料 3「国連ビジネスと人権の作業部会 訪日調査、2023年 7月 24 日～8

月 4 日 ミッション終了ステートメント 東京、2023 年 8月 4日」 

 

７．議 事 次 第 

１） 運営委員長より開会の挨拶 

豊島運営委員長よりオンライン参加者のZOOM接続状況を確認したのち、開会挨拶と本

日のテーマ紹介を行い、講師の竹内朗氏を紹介された。 

なお出席者の内、当委員会への初参加者は以下の通り（今回は会場参加者に限定）。 

    アールワイ保険サービス㈱   監査役 内田 康治氏  

    ㈱ロジック・アンド・デザイン 監査役 広川 好正氏 

 

監査技術ゼミは、時宜を得たテーマを設定、その分野の外部講師をお招きして 

ゼミナールスタイルで開催していることと、質疑応答を通して会員・会友との 

意見交換を大切にしていることを説明された。 

今回の監査技術ゼミは、監査役が診ていく重要なテーマとなる、リスクが与える影響、 

そして社会的責任への対応を考察した『 リスクと社会的責任 』について、事例を含め

て講義をいただくことを説明された。 



 

 

 

２） 講 義 

 午後 2時 5分より、講師が自己紹介を行った後、資料に沿って、主に取引先の不祥事

への対応について解説が行われ、2 時 50 分に前半の講義終了後、3 時 25 分まで出席会

員会友との質疑応答が行われた。 

休憩をはさみ、3時 35分から、再び資料に沿って、主にビジネスと人権について解説

が行われ、4 時 24 分に後半の講義終了後、再び出席会員会友との質疑応答が行われた。 

 

 

３） 質疑応答および意見交換等 

前半の質疑応答および意見交換の要旨は以下の通り。 

・ SJ 社案件では本件に関する取締役会が開かれていない。親会社のガバナン

スが効いていないのではないか。また、親会社への報告が重要ではないか。 

・ 経営陣がマルチステークホルダーおよび社会のクリーンな要求と乖離して

いる。マルチステークホルダーの感覚を経営陣がどう磨くべきか。 

・ （別の事例として）リクナビが起こした不祥事は市場での支配力が強すぎる

からではないか。 

・ マルチステークホルダー目線でのチェックは即ち監査役の責務であると思

う。 

・ 不祥事が顕在化した時の危機管理は、誰がいつどこで判断すべきなのか。社

長なのか、取締役会なのか、業務執行部門なのか。 

・ サプライチェーンを展望した不正予防は、ウィグル問題など政治が絡むこと

もあり、その場合の対応は。 

 

後半の質疑応答および意見交換の要旨は以下の通り。 

・ 人権問題に関連して不祥事が起きても、物事を小さく見ようとする傾向や気

持ちが働き、過去の責任は問わないで未来志向で行こうではないかとの機運

が生まれることがある。過去の不祥事に関する処分とのバランスをどうとる

べきか。 

・ ジャニーズ問題では P&G 社がすぐにタレントを切らなかったがこの対応は

参考になるのか。 

・ 前回の監査技術ゼミで講師が紹介されたクロネコヤマトのクール宅急便不

祥事では、経営陣がすぐに責任を認め謝り即日対応を指示したそうだが、こ

の対応への評価は 

・ 監査役は人権侵害リスクの観点を当然持っているが、経営執行陣は体系的に

取り組む場がないと思う 

 

 ４) 委員長より閉会の挨拶 

質疑応答および意見交換の後、豊島運営委員長が講師に感謝の意を表され、参加者に

対しアンケートへの協力要請（後日メールで発信）を行うとともに、次回の監査技術ゼ

ミは 2月 19日(月)に開催予定の旨案内した後、午後 4時 45 分に閉会となった。 

 

以上 

 


